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オスロでの生活も2度目の冬を迎えると、
さすがに驚く機会が徐々に少なくなってきま
すが、日本ではノルウェーのことはあまり知
られていないと思いますので、赴任当初に新
鮮に感じたことを思い出しつつ紹介させてい
ただきます。2017年、ICANのノーベル平
和賞授賞式で、オスロに報道陣が詰め掛けま
したが、2018年は、ミッションインポッシ
ブル6の撮影ロケ地、東京都美術館で展示さ
れるムンクの『叫び』等でも注目を浴びるか
もしれません。また、この投稿が掲載される
頃、平昌冬季オリンピックで、いつものよう
にノルウェー勢が活躍し、メダル数でもトッ
プ争いを演じたという結果がでていることで
しょう。

北極圏に位置する王国NOR Way（＝北航路

の意）は、小国でお金持ち

ノルウェーは、日本とほぼ同じ面積なが
ら、人口比では25分の1の520万人で、縄
文時代より少ないという事実を、上野国立科
学博物館で知った際に、軽い衝撃を受けま
した（注：500万人を超えたのは平安時代ご
ろというデータもあります）。首都オスロで
も約60万人と聞いて驚かれるのではないで
しょうか。多くの地方都市は、数万人程度の
規模で、北極圏まで届く縦に細長いフィヨル
ド海岸線に沿ったところに点在しています。
このような小国でありながら、約50年前の
石油発見を機に、欧州の最貧国の一つから世
界でも有数の裕福な国家に変貌したという事
実を押さえておいていただくと、後述するノ
ルウェーの豊かな生活の背景をご理解いただ
けると思います。

また、地理的には、日本とはロシアを挟ん
で実は隣の隣同士であるとか、英国北海油田
はノルウェーからみると最南端の油田である
こと、北緯80度近辺の北極圏に位置するス
バールバル諸島や、逆に南アフリカよりさら
に2,000km以上離れた南海に位置する無人
島ブーベ島もノルウェー領に属することなど
は、地図をじっくり眺めないと気付かないか
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もしれません。
ノルウェーに関して、報道等であまり目に

しない理由の一つは、欧州にありながらEU
加盟国ではないことも挙げられるのではない
でしょうか。最近でこそ、BREXITとの関
連でノルウェー方式という説明で知られてき
ていますが、ノルウェーがEU加盟国でない
ことは忘れられがちです。従い、何らかの統
計で、EUランキングという統計があった場
合、ノルウェーの実力が表に出ず、認識され
ないケースも時々見受けられます。

地軸の傾きを感じる国

北極圏に近い他の国々と同様、夏と冬の日
照時間の差が、生活や考え方に与えている影

響は大きいと思います。昔、東京に住んでい
たシンガポール人の同僚が「植物の日々の変
化と四季の素晴らしさ」を熱く語ってくれた
際、「何を大げさな」と思ったことを今更な
がら恥じているのですが、この国では、鈍感
な私でも、日々の移り変わりを肌で感じま
す。特に5月、魚の骨だけのようになってい
た木々の細い枝に、若葉が茂り、花々が次々
に開いて街がカラフルに変わっていく姿を見
ると、短い夏にせかされ競い合う植物たちの
会話が聞こえてくるようです。また、日照時
間の長短だけでなく、太陽の傾きが夏と冬で
かなり違うことを実感できることも、緯度が
高い地域に住んでいるからこその経験でしょ
うか。冬になると、太陽がようやく顔を出し
たと思ったら、低い角度を保ったまま、あっ
という間に沈んでしまいます。そのため、喉
が渇くように陽光を浴びたい衝動に駆られ、
太陽というのはいかにありがたい存在なのか
ということを体感します。太陽が出たら、早
退してでも長く外にいたいと思うノルウェー
人の気持ちも、分からなくはありません。

スバールバル諸島のオーロラと星のダンス

絶景「トロルの舌」からフィヨルドを望む
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世界一幸福な国民?

幸福の価値観は人それぞれで、ビール1杯
1,500円、日曜は基本的に買い物ができず、
冬には日照時間が6時間になる国をもろ手を
挙げて歓迎する人ばかりとは思えませんが、
World Happiness Report 2017で1位に輝
いたノルウェーでは、統計面だけではなく、
実際幸福だと感じている国民も多いようで
す。私たちのような駐在員は、ノルウェー国
民のような恩恵を全て受けられないものの、
幸福度が高い理由は分かる気がします。
1）安全

まず安全であることです。残念ながら、当
地でもテロ騒ぎは時々発生しますが、日本の
田舎同様、戸締りに対する意識が甘いという
ことが安全性のレベルを示していると思いま
す。私が一番危険に感じるのは、車は止まる
ものだという前提で、道路を何のためらいも
なく横断する歩行者が多く、ひやっとする時
ぐらいでしょうか。
2）自然と街の融合

次に、生活に自然が溶け込んでいることで
す。特にオスロは、60万人都市でありながら、
バス、地下鉄、路面電車、フェリー等の公共
交通機関が極めて発達しており、早朝から夜
中まで、少ない乗客数にかかわらず安定して
運行されています。このおかげで、車がなく
ても、自宅、事務所、海、山、スキー場など
に20分程度でアクセスできる利便性があり、
首都でありながら自然へのアクセスが抜群と
いうおそらく世界でも珍しい街ではないかと
思います。

ノルウェーには「外に出たら気分が晴れ
る」ということわざがあります。少し歩けば、
そこはマイナスイオン満載の森林です。日本
のように手入れの行き届いた公園はあまりな
く、むしろ手軽に自然を満喫できる環境がす
ぐ近くにあります。
3）健康づくりはバックヤードで

赴任後、ジムに行くことをやめました。費
用が高い、温水プールの温度が低過ぎるとい
うことも理由としてありますが、ジムに行く
時間が外で何かをする機会に置き換わったと
いう感覚です。例えば、足腰を鍛えるため自
転車で会社に行く。仕事で疲れたら、「自転
車を地下鉄に乗せて帰宅しよう」という気軽
さが、判断を後押しします。ちなみに、地下
鉄は、自転車、犬などを持ち込んでも問題は
ありません。また、例えば冬になると、マラ
ソンをする感覚で、クロスカントリーをしに
行きます。家で、専用ブーツに履き替え、板
とストックを持ち、電車に乗ると、玄関を出
て30分後にコースで滑べり始めることがで

主を引く犬、ベビーカーを引くママ
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ようです。育休に関しては、男性も最低累積
10週間の育休取得義務があります。働き盛
りの年齢層の面々が不在になるこのシステム
のため、正直、周囲のやりくりは大変ですが、
ノルウェー全体がこのシステムで動いている
ので、不公平感がなく実際は大きな混乱もあ
りません。また、妊娠中の女性が、とある会
社の面談で採用され、即育休に入ったという
話も聞きますが、日本の経営者には、どうし
てそれで仕事が回るのか、想像がつかないか
もしれません。もっとも、育休中の子供の世
話をしている男性が皆ハッピーかというと、
それは個人差があるようです。ベビーカーを
押している男性の多いこと多いこと。

ただ、子供と一緒に過ごす時間が少なかっ
たと後悔することだけはなさそうです。なお、
当社でも、女性駐在員を西海岸の都市スタバ
ンゲルに派遣し、仕事と育児の両立を目指し
つつ、日本で働く女性の労働環境向上のヒン
トを得る取り組みを始めました。

高い生産効率、働き方改革の先進国

ノルウェーの労働生産性が高いことはよく
知られています。前述の通り、女性の社会進
出もその要因でしょう。個人的には、名目
GDPを年間労働時間で割ることが労働生産
性の高さを必ずしも正確に示しているとは思
えませんが、人口が少ない、日照時間が短い
という背景から、効率を追求する意識が高い
のは間違いないようです。

人口が少ない→夫婦共働き必須→平日は両
親が16時に退社必須（学校の先生も帰りた

きます。ジョギング感覚で1－2時間汗をか
いて家に戻ると、もうリフレッシュできてい
ます。

このような軽い感覚で、ハイキング、マウ
ンテンバイク、スケートなど、皆思い思いの
健康づくりを気軽にしています。まさに老若
男女という言葉がぴったりで、70歳代夫婦
にクロスカントリーで抜かれてしまったこと
もありますし、幼児をスキー板のついたベ
ビーカーに乗せて滑っているご婦人、さらに
は犬まで、自分に合ったペースで自然との触
れ合いをエンジョイしています。また、多く
の国民が、ヨットやヒュッテを保有しており、
何ともうらやましい限りです。

女性に囲まれている仕事環境

中東に出張に行った際、インド人の男性が
お茶を出してくれたことに違和感を覚えた時
期もありましたが、こちらの職場でまず戸
惑ったのは、高い女性比率です。取引先との
会議では、当方以外全て女性というケースも
ありました。ジェンダーギャップ指数世界
第2位を誇るノルウェーは、男女機会均等と
いう面では先進国。しかし、かつて、女性は
家で子育てをするものという考えが一般的で
した。1970年代という早い時期に、国主導
で法整備に乗り出し、女性の社会進出を強力
に推進した長い歴史が今の形を作り出してい
ます。国主導の功罪はありますが、クオータ
制で女性登用の一定割合を確保したり、育休
制度も充実させるなどして、企業・国民の意
識を着実に変えてきた手法に学ぶことも多い
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い）→接待なし→夫婦共働きができる…とい
うような循環。それを横で見ていながら、わ
れわれ駐在員はなぜ残業をしているのか???
まだまだ現地化へのハードルは高そうです。

最後に

私から見たノルウェーの魅力を中心に書い
てきましたが、いかがでしたでしょうか。

トリビアとして、他にも、「1905年の独
立後、まだ100年程度の歴史、電源構成は
ほぼ100％水力発電、ハイブリッドを含めた
電気自動車の販売比率は50％以上でテスラ
の売り上げは米国外ではトップ、女子ハン
ドボールは五輪で金メダルの実力、2期目に
入った女性首相は国会でポケモンゴーをやっ
てしまう、チェスの現世界チャンピオンはノ
ルウェー人、1人当たりコーヒー消費量は世
界5指に入る…」など、まだまだ詳しくお伝
えしたい情報もありますが、誌面の関係で、
ここまでとさせていただきます。

ノルウェーに造詣が深い方にとっては「?」

と思われることもあるかもしれませんが、ま
だ勉強中ということでご容赦ください。

当社は、首都オスロ、西海岸の石油都市ス
タバンゲル、北海開発の供給拠点となるフ
ローロの3地域でオフィスを構えています。

今回は私が暮らすオスロから見たノル
ウェーのご紹介ですが、地域によってまた
違った顔を見せるまだまだ奥の深い魅力的な
国です。

高いQuality of Lifeを謳
お う

歌
か

できる恵まれ
た国である一方で、寒さや冬の極夜により統
計的にはストレスを抱えている人の割合も少
なくありません。また豊かな国となった代償
に若手世代への懸念などもあり、ノルウェー
なりの課題はあるようです。当社は、1974
年の事務所設立以来、40年以上、石油ガス
用鋼管や船舶等のビジネスを中心に、ノル
ウェーを支えるエネルギー・海事産業の発展
に寄与していますが、引き続き、ノルウェー
と日本の懸け橋として幅広く貢献できるよう
努力したいと思っています。 JF

TC

ノルウェー石油ガス産業を支える鋼管（左が筆者）至る所にEV充電設備があります


